
林
芙
美
子
蔵

魯
迅
親
筆

銭
起
「
歸
雁
」
詩
に
つ
い
て

―

こ
れ
ま
で
の
定
説
と
新
見
解

―

久

保

卓

哉

林
芙
美
子
が
魯
迅
か
ら
贈
ら
れ
た
唐
詩
の
書
は
、
現
在
で
は
新
宿
歴
史
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
が
魯
迅
か
ら
贈
ら
れ
た
の
は
、

林
芙
美
子
が
パ
リ
か
ら
の
帰
途
上
海
に
立
ち
寄
り
、
魯
迅
と
会
っ
た
時
の
一
九
三
二
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
定
説
で

あ
る
。
だ
が
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
側
の
文
献
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
も
の
が
、
魯
迅
の
記
述
の
中
に
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
根
拠
を

示
し
て
年
代
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
書
か
れ
た
紙
材
が
短
冊
か
色
紙
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

魯
迅

林
芙
美
子

内
山
完
造

二
十
五
絃
詩

板
垣
直
子

今
川
英
子

上
海



『
新
宿
歴
史
博
物
館
所
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資
料
目
録
２

林
芙
美
子
資
料
目
録

２
０
０
４
』
（
平
成
十
六
年
三
月
発
行
）
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、
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Ｄ
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／
Ｄ38

／
掛
軸
「
李

義
山
詩
」
／
魯
迅
／
内
容
は
銭
起
の
詩
で
あ
り
、
魯
迅
が
勘
違
い
し
た
も
の
か
。
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と
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す
。

魯迅親筆墨跡 唐 銭起「歸雁」詩 新宿歴史博物館蔵



は
じ
め
に

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
厦
門
大
学
（
中
国

福
建
省
厦
門
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
”

中
日
視
野
下
的
魯
迅

“
国
際
学
術
研

討
会
」（
１
）

に
、
口
頭
発
表
を
す
る
た
め
に
参
加
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ

た
。
魯
迅
を
め
ぐ
る
日
本
人
に
関
す
る
新
資
料
を
公
表
す
る
こ
と
と
、
中
国

の
魯
迅
研
究
者
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
見
解
と
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

発
表
の
冒
頭
で
、
魯
迅
が
林
芙
美
子
に
贈
っ
た
親
筆
の
墨
跡
は
、
林
芙
美

子
に
よ
っ
て
秘
蔵
さ
れ
、
現
在
は
東
京
の
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
、
写
真
を
示
し
な
が
ら
発
言
し
た
の
だ
が
、
演
台
に
い
て
も
会
場

が
静
ま
り
か
え
る
の
が
分
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
魯
迅
逝
去
の
翌
年
で
あ
る
一
九
三
七
年
、
日
本
の
改
造
社
か

ら
出
た
『
大
魯
迅
全
集
』
第
五
巻
の
口
絵
に
「
魯
迅
の
筆
跡
（
林
芙
美
子
所

蔵
）
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
筆
跡
の
所
在
が
那
辺
に
あ
る
の
か

定
か
で
は
な
い
と
、
中
国
で
は
案
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。（
２
）

発
表
の
内
容
は
こ
れ
以
外
に
、
林
芙
美
子
が
所
蔵
し
て
い
た
周
作
人
親
筆

の
偈
頌
と
、
釋
芝
峰
の
詩
軸
、
方
紀
生
が
林
芙
美
子
に
宛
て
た
書
簡
と
（
以

上
三
点
は
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）
、
方
紀
生
が
贈
っ
た
金
属
製
化
粧
箱
と
、

魯
迅
か
ら
贈
ら
れ
た
と
伝
わ
る
純
銀
製
腕
輪
を
（
以
上
二
点
は
林
福
江
氏

蔵
）
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
３
）

こ
れ
ら
の
文
物
の
考
察
は
稿
を

改
め
て
行
う
。

そ
の
林
芙
美
子
が
魯
迅
か
ら
親
筆
の
唐
詩
の
書
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
パ
リ

か
ら
の
帰
途
に
上
海
で
魯
迅
と
会
っ
た
一
九
三
二
年
の
事
だ
と
い
う
の
が
定

説
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
女
性
文
芸
評
論
家
の
先
駆
け
と
し
て
知

ら
れ
、
林
芙
美
子
と
も
親
交
の
あ
っ
た
板
垣
直
子
の
説
を
孫
引
き
し
た
結
果

で
あ
っ
て
、
魯
迅
の
日
記
と
林
芙
美
子
の
文
章
を
検
証
す
れ
ば
、
そ
の
二
年

前
の
一
九
三
〇
年
、
『
放
浪
記
』
の
印
税
に
よ
っ
て
満
州
と
青
島
、
上
海
、

南
京
、
蘇
州
等
を
旅
し
、
内
山
完
造
の
紹
介
で
初
め
て
魯
迅
と
会
っ
た
時
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
芙
美
子
は
一
九
三
〇
年
と
一
九
三
二
年
の
二
度
魯
迅
と
会
い
、

魯
迅
か
ら
親
筆
の
書
を
贈
ら
れ
た
の
は
最
初
に
会
っ
た
一
九
三
〇
年
の
こ
と

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
こ
れ
ま
で
の
定
説
の
跡
を
た
ど
り
、

鄙
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

板
垣
直
子
以
来
の
定
説

林
芙
美
子
は
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
と
一
九
三
二
年
（
昭
和
七

年
）
の
二
度
上
海
を
訪
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
林
芙
美
子
の
年
譜
が
作

成
さ
れ
た
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

満
洲
と
巴
里

林
芙
美
子
の
年
譜
の
最
初
の
も
の
は
、
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
八
日
改
造

社
發
行
の
『
新
日
本
文
學
全
集
』
第
十
一
卷
林
芙
美
子
集
で
あ
る
。（
４
）

そ
の
年
譜
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
一
九
三
〇
年
の
支
那
旅
行
と

一
九
三
二
年
の
パ
リ
行
き
を
並
列
し
て
示
す
。



・
昭
和
五
年
一
月
、
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊
小
説
「
春
箋
譜
」
を
連
載
、
こ

れ
が
小
説
と
し
て
の
處
女
作
な
り
。
同
年
秋
支
那
滿
洲
に
遊
ぶ
。
（465

頁
）

・
昭
和
六
年
、
十
一
月
、
満
洲
事
變
の
さ
な
か
、
シ
ベ
リ
ア
經
由
に
て
約

一
年
の
豫
定
に
て
巴
里
へ
旅
立
つ
。
（466

頁
）

そ
の
次
に
登
場
す
る
の
が
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
日
萬
里
閣
發
行
の
『
林

芙
美
子
選
集
』
に
載
っ
た
板
垣
直
子
の
「
生
と
詩
の
作
家
―
林
芙
美
子
の
文

學
―
」
で
あ
る
。

・
（
「
放
浪
記
」
の
）
印
税
に
よ
っ
て
直
ち
に
支
那
と
滿
洲
に
最
初
の
旅

行
を
し
て
ゐ
る
。
（326

頁
）

・
（
昭
和
六
年
）
の
十
一
月
に
、
彼
女
は
思
ひ
切
つ
て
歐
州
へ
の
旅
に
上

つ
た
。
（
略
）
正
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
わ
た
り
、
三
月
に
再
び
パ
リｰ

に

戻
り
、
七
年
の
夏
に
歸
朝
し
た
。
（327

頁
）

こ
れ
ら
改
造
社
の
年
譜
と
板
垣
直
子
の
評
論
に
は
ま
だ
上
海
も
魯
迅
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。

上
海
と
魯
迅
と
短
冊

上
海
と
魯
迅
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
五
日
初

版
角
川
書
店
發
行
の
角
川
文
庫
、
板
垣
直
子
著
『
婦
人
作
家
評
傳
』
「
林
芙

美
子

傳
記

六

文
壇
に
登
龍
」
と
「
七

渡
歐
」
の
文
章
で
あ
る
。（
５
）

・
初
め
頃
の
「
放
浪
記
」
の
印
税
を
も
つ
て
、
芙
美
子
は
五
年
の
秋
に
、

一
人
憧
れ
の
大
陸
旅
行
に
で
か
け
た
。
ハ
ル
ビ
ン
、
長
春
、
奉
天
、

撫
順
、
金
州
、
三
十
里
堡
、
青
島
、
上
海
、
南
京
、
杭
州
、
蘇
州
を

二
月
に
わ
た
り
歩
い
た
の
で
あ
る
。(

六
文
壇
に
登
龍71

頁)

・
上
海
寄
港
の
時
は
か
ね
て
知
り
あ
つ
て
い
た
魯
迅
に
あ
い
、
二
枚
の
短

冊
を
贈
ら
れ
た
。(

七
渡
歐77

頁)

板
垣
直
子
は
、
一
九
三
〇
年
に
上
海
に
行
き
、
一
九
三
二
年
に
は
上
海
で
魯

迅
と
会
い
「
二
枚
の
短
冊
」
を
贈
ら
れ
た
と
記
す
。

な
お
、
こ
の
角
川
文
庫
版
に
は
板
垣
直
子
の
「
初
版
の
序
」
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
「
本
書
が
で
き
た
の
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
の
依
頼
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
紹
和
二
十
九
年
二
月

代
々
木
初
台
に
て

著
者

し
る
す
」
と
あ
る
ゆ
え
、
上
海
と
魯
迅
と
短
冊
の
こ
と
を
書
い
た
の
は
昭
和

二
十
九
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

板
垣
直
子
は
ま
た
、
角
川
文
庫
版
と
ほ
ぼ
同
時
の
昭
和
三
十
一
年
三
月
一

日
に
東
京
ラ
イ
フ
社
か
ら
、
東
京
選
書
、
作
家
論
シ
リ
ー
ズ
１
『
林
芙
美

子
』
を
出
し
て
い
る
が
、
上
海
と
魯
迅
と
短
冊
の
表
現
は
角
川
文
庫
版
と
同

じ
で
、
そ
の
「
序
」
に
、
「
東
京
ラ
イ
フ
社
は
、
現
代
作
家
達
の
評
傳
を
刊

行
し
て
ゐ
る
が
、
林
芙
美
子
を
だ
す
の
に
あ
た
り
、
私
の
「
婦
人
作
家
評

傳
」
の
中
の
「
林
芙
美
子
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
（
略
）
私
は
今
そ
れ
に
、

さ
ら
に
大
き
な
増
補
を
加
へ
た
。
「
婦
人
作
家
評
傳
」
は
、
七
人
の
昭
和
期

の
婦
人
作
家
を
扱
つ
て
、
昨
年
の
六
月
、
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
の
依
頼
で
、

書
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
一
九
五
五
年
八
月

軽
井
沢
に
て

著
者

し
る
す
」
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
京
ラ
イ
フ
社
の
作
家
論
シ
リ
ー
ズ



１
『
林
芙
美
子
』
は
、
角
川
文
庫
の
『
婦
人
作
家
評
傳
』
に
収
め
た
「
林
芙

美
子
」
を
一
冊
の
本
に
し
た
も
の
だ
と
読
者
に
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
九
年
後
の
昭
和
四
十
年
に
、
林
芙
美
子
研
究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ

き
書
を
板
垣
直
子
は
出
し
て
い
る
。
『
林
芙
美
子
の
生
涯

う
ず
潮
の
人

生
』
大
和
書
房
一
九
六
五
年
二
月
十
五
日
初
版
発
行
が
そ
れ
で
あ
る
。

・
『
放
浪
記
』
か
ら
あ
が
っ
た
多
額
の
印
税
で
、
今
ま
で
は
、
他
人
の
す

る
こ
と
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
海
外
旅
行
を
、
芙
美
子
は
す
ぐ
実
行

に
か
か
っ
た
。
お
な
じ
五
年
の
秋
、
つ
ま
り
最
初
の
『
放
浪
記
』
が

で
て
か
ら
数
ヶ
月
後
に
、
か
ね
て
の
憧
れ
だ
っ
た
大
陸
旅
行
に
で
か

け
た
の
も
、
い
か
に
も
こ
の
人
ら
し
い
。
八
月
と
九
月
の
約
二
ヶ
月

を
か
け
て
、
ハ
ル
ピ
ン
、
長
春
、
奉
天
、
撫
順
、
金
州
、
三
十
里
堡
、

青
島
、
上
海
、
南
京
、
杭
州
、
蘇
州
を
歩
い
た
。(117

頁)

・
上
海
寄
港
の
と
き
は
、
支
那
の
有
名
な
魯
迅
に
あ
い
、
二
枚
た
ん
ざ
く

を
お
く
ら
れ
た
。(125

頁)

角
川
文
庫
版
の
「
か
ね
て
知
り
あ
っ
て
い
た
魯
迅
」
が
、
「
支
那
の
有
名
な

魯
迅
」
に
な
り
、
「
二
枚
の
短
冊
」
が
、
「
二
枚
た
ん
ざ
く
」
に
な
っ
た
だ
け

で
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
、
表
現
と
し
て
は
む
し
ろ
改
悪
の
感
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
「
二
枚
の
短
冊
」
と
は
何
を
根
拠
に
そ
う
記
し
た
の
か
。

板
垣
直
子
は
こ
の
書
の
巻
頭
の
「
は
し
が
き
」
で
、
「
も
し
世
の
人
々
が

林
芙
美
子
の
参
考
資
料
の
な
か
に
私
の
文
献
も
求
め
る
な
ら
ば
、
私
の
旧
著

で
な
く
、
本
書
を
用
い
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
「
芙
美
子
の
か
い
た
も
の
の

な
か
か
ら
、
真
実
と
真
実
で
な
い
も
の
を
識
別
す
る
の
は
、
馴
れ
な
い
者
に

は
で
き
に
く
い
こ
と
で
あ
る
」
と
芙
美
子
研
究
者
の
誰
も
が
ぶ
つ
か
る
壁
を

指
摘
し
、
「
林
芙
美
子
に
つ
い
て
の
研
究
書
は
、
ま
だ
少
な
い
」
と
自
著
が

そ
の
先
駆
け
と
な
る
本
格
的
な
書
で
あ
る
こ
と
を
控
え
目
に
で
は
あ
る
が
誇

示
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
板
垣
直
子
は
実
際
に
平
林
た
い
子
や
吉
屋
信
子
、

壺
井
榮
な
ど
の
女
流
作
家
と
と
も
に
林
芙
美
子
と
交
流
が
あ
り
、
芙
美
子
と

は
書
簡
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
二
枚
の
短

冊
」
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
芙
美
子
に
確
か
め
も
せ
ず
に
そ
う
記
し
た
の
か
、

解
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
林
芙
美
子
が
持
っ
て
い
た
の
は
細

長
い
短
冊
で
は
な
く
、
四
角
い
色
紙
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
写
真
参
照
）

こ
こ
で
中
間
的
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
林
芙
美
子
が
一
九
三
〇
年
に
上
海

に
行
き
、
一
九
三
二
年
に
魯
迅
と
会
っ
て
「
短
冊
」
を
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、

板
垣
直
子
に
よ
っ
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
。
だ
が
、
こ
の

「
短
冊
」
は
、
三
年
後
に
「
色
紙
」
に
改
め
ら
れ
る
。

魯
迅
と
色
紙

色
紙
と
し
た
の
は
和
田
芳
恵
で
、
『
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

林
芙
美
子
』

24

（
筑
摩
書
房
一
九
六
八
年
六
月
三
十
日
発
行
）
に
魯
迅
の
墨
跡
の
写
真
を
載

せ
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

五
月
、
「
改
造
」
の
山
本
社
長
か
ら
旅
費
を
送
っ
て
も
ら
い
、
帰
り
は

船
を
え
ら
ん
だ
。
途
中
寄
港
し
た
場
所
で
は
、
ナ
ポ
リ
が
い
ち
ば
ん

気
に
い
っ
た
。
上
海
で
は
、
知
り
合
い
の
魯
迅
に
あ
い
、
色
紙
を
贈

ら
れ
た
。(31

頁
）



色
紙
と
す
る
の
は
和
田
芳
恵
の
こ
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。

だ
が
、
一
九
三
〇
年
と
一
九
三
二
年
に
上
海
を
訪
れ
、
魯
迅
と
会
っ
た
の

は
一
九
三
二
年
の
パ
リ
か
ら
の
帰
途
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
板
垣
直
子
の
説

を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
『
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
24

林
芙
美
子
』
と
同
じ
年
に
出
た
『
カ
ラ
ー
版
日
本
文
学
全
集

林
芙
美

26

子
・
円
地
文
子
』
（
河
出
書
房
一
九
六
八
年
九
月
三
十
日
初
版
発
行
）
の
巻

末
に
付
さ
れ
た
和
田
芳
恵
作
成
の
「
林
芙
美
子
・
年
譜
」
で
も
同
じ
で
、
次

い
で
出
た
平
林
た
い
子
著
『
林
芙
美
子
』
（
新
潮
社
一
九
六
九
年
七
月
二
十

五
日
発
行
）
で
も
、
平
林
た
い
子
は
、

・
昭
和
六
年
の
二
十
八
歳
に
な
る
と
、
小
説
は
出
版
さ
れ
る
や
ら
、
各

地
を
旅
行
す
る
や
ら
、
多
忙
は
い
や
増
し
た
。
先
年
の
秋
満
洲
、
上

海
を
旅
し
た
の
が
病
み
つ
き
で
旅
行
好
き
に
な
っ
て
い
た
。(111

頁)

・
と
こ
ろ
で
、
昭
和
六
年
、
彼
女
は
宿
願
た
る
パ
リ
行
き
を
と
う
と
う

決
心
し
た
。
（121

頁
）

尚
こ
の
旅
行
の
終
り
に
、
「
巴
里
日
記
」
に
は
な
い
が
彼
女
は
上
海
で

魯
迅
と
会
見
し
た
。
パ
リ
で
は
、
あ
ま
り
作
家
と
は
逢
わ
な
か
っ
た

ら
し
い
。
こ
れ
は
一
つ
の
大
き
い
み
や
げ
で
あ
る
。(139

頁)

と
記
し
て
い
る
。
平
林
た
い
子
は
色
紙
の
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
が
、
一
九

三
〇
年
に
上
海
を
訪
れ
、
一
九
三
二
年
に
魯
迅
と
会
っ
た
と
い
う
芙
美
子
の

足
跡
は
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
認
識
は
平
林
た
い
子
の
記
述
に
よ
っ
て
更
に
不
動
の
も
の
に
な
っ
た

感
が
あ
る
。
芙
美
子
の
夫
林
緑
敏
の
校
閲
を
得
た
と
銘
打
つ
『
現
代
日
本
の

文
学

林
芙
美
子

平
林
た
い
子
集
』
（
学
習
研
究
社
一
九
七
一
年
三
月
一

23

日
初
版
発
行
）
の
「
林
芙
美
子
年
譜
」
で
も
同
じ
で
、（
６
）

続
く
『
現
代

日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
第

巻

林
芙
美
子
』
（
学
習
研
究
社
一
九
七
四
年
六
月

13

一
日
初
版
発
行
）
で
は
色
紙
の
写
真
に
「
帰
国
途
次
、
上
海
で
魯
迅
に
会
い
、

書
い
て
も
ら
っ
た
色
紙
（
昭
和
７
年
６
月
）
」
（151

頁
）
の
説
明
を
つ
け
、

加
う
る
に
魯
迅
の
写
真
を
載
せ
て
「
魯
迅
（
昭
和
七
年
六
月
、
パ
リ
か
ら
の

帰
途
、
上
海
で
会
う
）
」
（199

頁
）
と
記
し
、
巻
末
の
川
副
国
基
作
成
の

「
年
譜
」
で
も
同
じ
よ
う
に
芙
美
子
の
足
跡
を
記
述
し
て
い
る
。

李
義
山
詩
の
色
紙

林
芙
美
子
研
究
を
精
緻
な
も
の
に
し
た
の
は
、
文
泉
堂
出
版
か
ら
出
た

『
林
芙
美
子
全
集
』
全
十
六
巻
で
あ
ろ
う
。
今
川
英
子
が
作
成
し
た
「
年

譜
」
に
は
、
魯
迅
か
ら
も
ら
っ
た
色
紙
は
「
李
義
山
」
詩
で
あ
る
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
は
分
か
る
。
今
川
英
子
は
一
つ
ひ
と
つ
の
資
料
に
あ

た
っ
て
こ
の
「
年
譜
」
を
書
い
て
い
る
。

・
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
十
七
歳

八
月
、
改
造
社
の
「
新
鋭
文

学
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
り
、
そ
の
印
税
で
上
州
湯
ノ
沢
へ
行
き
、
同
月
中
旬
よ
り
念

願
の
中
国
大
陸
、
満
洲
、
上
海
旅
行
に
単
独
で
出
発
。
ハ
ル
ピ
ン
、

長
春
、
奉
天
、
撫
順
、
金
州
、
三
十
里
、
大
連
、
青
島
、
南
京
、
杭

州
、
蘇
州
を
巡
り
、
九
月
二
十
五
日
帰
国
。(292

頁)

・
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
十
九
歳

五
月
、
改
造
社
山
本
実
彦
社



長
か
ら
旅
費
を
借
り
、
日
本
郵
船
榛
名
丸
で
帰
国
。
途
中
、
上
海
に

立
ち
寄
り
、
魯
迅
に
会
い
、
「
李
義
山
」
の
詩
の
色
紙
を
貰
う
。
六
月

十
六
日
、
欧
州
旅
行
か
ら
帰
国
。(294

頁)
色
紙
の
内
容
が
李
義
山
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
、
今
川
英
子
に
よ
っ
て
初
め
て

指
摘
さ
れ
た
。
（
『
林
芙
美
子
全
集
』
第
十
六
巻

文
泉
堂
出
版
一
九
七
七
年

四
月
二
十
日
発
行
）

続
い
て
魯
迅
と
色
紙
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

林
芙
美
子
』
（
新
潮
社
一
九
八
五
年
八
月
二
十
五
日
発
行
）
で
、
磯
貝
英
夫

は
、

七
年
五
月
改
造
社
社
長
山
本
実
彦
に
電
報
で
旅
費
を
頼
み
、
マ
ル
セ

イ
ユ
か
ら
、
榛
名
丸
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
そ
の
途
次
で
は
、
ナ

は

る

な

ポ
リ
に
殊
の
ほ
か
感
銘
を
受
け
、
ま
た
上
海
で
は
魯
迅
に
面
会
し
て
、

色
紙
を
も
ら
っ
て
い
る
。
（47

頁
）

と
記
し
、
色
紙
の
写
真
に
「
魯
迅
に
も
ら
っ
た
色
紙
（
昭
和
７
年
６
月
）
」

と
説
明
を
つ
け
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。

内
山
完
造
の
紹
介

銭
起
「
歸
雁
」
詩
の
色
紙

今
川
英
子
の
林
芙
美
子
研
究
は
ま
た
新
し
い
成
果
を
提
示
す
る
。
『
【
藝

術･
･
･
･

夢
紀
行
】･

･
･
･

シ
リ
ー
ズ
③

林
芙
美
子

放
浪
記
ア
ル
バ
ム
』
（
芳
賀

書
店
一
九
九
六
年
十
一
月
十
五
日
第
一
刷
発
行
）
が
そ
れ
で
、
内
山
完
造
と

銭
起
「
歸
雁
」
詩
と
い
う
名
が
登
場
す
る
。
芙
美
子
は
最
初
に
上
海
を
訪
れ

た
一
九
三
〇
年
に
も
魯
迅
と
会
い
、
そ
れ
は
内
山
完
造
の
紹
介
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
の
日
は
九
月
十
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
提
示
し
、
色
紙
の
内

容
は
李
義
山
の
詩
で
は
な
く
銭
起
の
歸
雁
詩
で
あ
る
と
修
正
し
、
一
九
三
二

年
の
そ
の
日
は
六
月
十
二
日
で
あ
っ
た
と
付
け
加
え
た
。
今
川
英
子
は
魯
迅

の
日
記
を
参
照
し
、
唐
詩
を
調
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
に
色
紙

の
写
真
と
魯
迅
の
写
真
が
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
巻
末
に
付
さ
れ
た

「
林
芙
美
子-

年
譜
」
は
こ
う
記
す
。

・
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
十
七
歳

七
月
、
改
造
社
の
「
新
鋭
文

学
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
放
浪
記
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
り
、
そ
の
印
税
で
八
月
中
旬
よ
り
、
満
洲
、
中
国
を
旅
す
る
。

途
中
上
海
で
は
、
九
月
十
九
日
、
日
中
友
好
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ

る
書
店
主
、
内
山
完
造
の
紹
介
で
魯
迅
と
会
う
。
九
月
二
十
五
日
帰

国
。(148

頁)

・
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
十
九
歳

五
月
、
改
造
社
山
本
実
彦
社

長
に
旅
費
を
送
っ
て
も
ら
い
、
日
本
郵
船
榛
名
丸
で
帰
国
の
途
に
つ

く
。
途
中
、
上
海
に
立
ち
寄
り
、
六
月
十
二
日
、
魯
迅
に
会
い
、
銭

起
の
詩
「
歸
雁
」
の
色
紙
を
も
ら
う
。
六
月
十
五
日
帰
国
。(149

頁)

こ
の
年
譜
に
よ
っ
て
、
芙
美
子
は
一
九
三
〇
年
九
月
十
九
日
と
一
九
三
二
年

六
月
十
二
日
の
二
度
魯
迅
と
会
い
、
一
九
三
〇
年
は
内
山
完
造
の
紹
介
に
よ

る
も
の
で
、
一
九
三
二
年
に
魯
迅
か
ら
も
ら
っ
た
色
紙
は
李
義
山
の
詩
で
は

な
く
銭
起
の
歸
雁
詩
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
、
魯
迅
の
色
紙
を
い
つ
も
ら
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
板



垣
直
子
か
ら
始
ま
る
一
九
三
二
年
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

林
芙
美
子
は
パ
リ
滞
在
中
か
ら
帰
国
後
ま
で
日
記
を
残
し
て
い
る
（
新
宿

歴
史
博
物
館
蔵
）
。
こ
れ
に
詳
細
な
注
釈
と
解
説
を
ほ
ど
こ
し
て
評
価
が
高

い
の
が
今
川
英
子
の
『
林
芙
美
子

巴
里
の
恋

巴
里
の
小
遣
ひ
帳

一
九
三

二
年
の
日
記

夫
へ
の
手
紙
』
（
中
央
公
論
新
社
二
〇
〇
一
年
八
月
七
日
初
版

発
行
）
で
あ
る
。
だ
が
、
芙
美
子
が
上
海
に
寄
港
し
た
前
後
の
日
記
は
、

「
四
月
二
十
五
日
～
六
月
三
十
日

欠
落
」
で
、
肝
心
の
部
分
は
残
っ
て
い

な
い
。
今
川
英
子
は
そ
こ
に
注
を
し
て
こ
う
い
う
。

芙
美
子
は
一
九
三
二
年
五
月
十
二
日
夜
リ
ヨ
ン
駅
を
発
ち
、
マ
ル
セ

イ
ユ
か
ら
榛
名
丸
で
帰
国
の
途
に
つ
く
。
途
中
、
上
海
で
魯
迅
に
会

い
、
六
月
十
五
日
に
帰
国
す
る
。
四
月
二
十
五
日
か
ら
帰
国
後
の
六

月
三
十
日
ま
で
の
こ
と
は
、
公
刊
さ
れ
た
『
滯
歐
記
』
や
『
日
記

Ⅰ
』
（
『
巴
里
の
日
記
』
を
含
む
）
に
は
記
述
が
あ
る
が
、
〈
日
記
〉
で

は
な
ぜ
か
こ
の
間
の
ペ
ー
ジ
が
そ
っ
く
り
破
り
取
ら
れ
て
い
る
。
芙

美
子
自
身
の
意
思
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
不
明
。(130
頁)

し
た
が
っ
て
、
芙
美
子
の
実
際
の
日
記
を
用
い
て
パ
リ
の
帰
り
に
魯
迅
か
ら

色
紙
を
も
ら
っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
。
破
り
取
ら
れ
た
日

記
に
は
、
上
海
の
事
、
魯
迅
の
事
が
書
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
最

後
の
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
平
生
の
記
録
を
見
れ
ば
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

魯
迅
研
究
の
側
か
ら
み
て
も
失
わ
れ
た
日
記
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

大
き
い
。
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
で
あ
る
。（
７
）

林
芙
美
子
作
品
中
の
上
海
と
魯
迅

自
ら
の
日
記
を
破
り
取
っ
た
芙
美
子
だ
が
、
上
海
と
魯
迅
の
こ
と
は
作
品

の
中
で
書
い
て
い
る
。
そ
れ
を
発
表
年
の
古
い
順
か
ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

「
日
記
」

最
初
の
作
品
は
魯
迅
が
存
命
中
の
一
九
三
五
年
八
月
に
『
文
學
界
』
（
文

圃
堂
書
店
一
九
三
五
年
七
月
五
日
印
刷
八
月
一
日
発
行
）
に
発
表
し
た
「
日

記
」
で
あ
る
。

魯
迅
氏
の
「
魯
迅
選
集
」
を
貰
ふ
。
魯
迅
氏
に
逢
つ
た
の
は
一
九
二

九
年
の
秋
と
、
一
九
三
二
年
の
歐
洲
よ
り
の
歸
へ
り
、
つ
ゝ
ま
し
い

生
活
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
故
郷
と
か
の
家
鴨
の
喜
劇
、
阿
Ｑ
正
傳
は

心
愉
し
い
作
品
だ
。
こ
の
ひ
と
は
詩
を
澤
山
讀
み
、
詩
を
歌
ふ
。
支

那
と
云
ふ
國
は
う
ら
や
ま
し
い
程
家
系
が
立
派
だ
。
魯
迅
氏
へ
長
い

手
紙
を
書
い
た
。
六
月
十
七
日

（105

頁
）

こ
の
作
品
は
『
文
學
界
』
に
「
創
作
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
十
篇
の
う
ち
の

一
つ
で
、
岡
本
か
の
子
、
小
林
秀
雄
、
中
原
中
也
、
阿
部
知
二
な
ど
と
並
ん

で
芙
美
子
が
執
筆
し
て
い
る
。

こ
の
「
日
記
」
の
中
で
芙
美
子
は
一
九
二
九
年
の
秋
と
一
九
三
二
年
に
魯

迅
と
逢
っ
た
と
綴
り
、
魯
迅
へ
長
い
手
紙
を
書
い
た
と
綴
る
。
事
実
は
一
九

二
九
年
の
秋
で
は
な
く
一
九
三
〇
年
の
秋
で
、
魯
迅
へ
の
長
い
手
紙
は
存
在

し
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
創
作
し
た
文
学
作
品
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
事



実
が
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
板
垣
直
子
が
、
芙
美
子
の
書
い
た
も

の
の
中
か
ら
、
真
実
と
真
実
で
な
い
も
の
を
識
別
す
る
の
は
、
馴
れ
な
い
者

に
は
で
き
に
く
い
こ
と
だ
、
と
い
っ
た
の
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
魯
迅
追
憶
」

し
か
し
、
魯
迅
が
死
ん
だ
翌
年
の
一
九
三
七
年
、
『
改
造
』
四
月
号
に
発

表
し
た
「
魯
迅
追
憶
」
は
、
事
実
を
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
文
を

挙
げ
る
。魯

迅
氏
に
お
目
に
か
ゝ
つ
た
の
は
昭
和
五
年
の
秋
で
あ
る
。
内
山

完
造
氏
の
ご
紹
介
で
上
海
に
着
い
た
私
の
爲
に
歓
迎
の
宴
が
張
ら
れ

た
時
、
あ
つ
ま
つ
て
下
す
つ
た
方
に
、
魯
迅
氏
、
郁
達
夫
氏
、
田
漢

氏
、
鄭
伯
奇
氏
、
白
薇
さ
ん
、
こ
ん
な
方
達
が
ゐ
ら
つ
し
て
ゐ
た
。

そ
の
會
が
果
て
る
頃
、
み
ん
な
の
方
が
詩
を
書
い
て
下
す
つ
た
が
、

魯
迅
氏
は
私
の
た
め
に
唐
詩
選
の
中
の
二
十
五
絃
と
云
ふ
詩
を
書
い
て

下
さ
り
、
「
阿
Ｑ
正
傳
」
と
云
ふ
本
を
贈
ら
れ
た
。
軈
て
私
が
阿
Ｑ
正

傳
に
溺
れ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
「
故
郷
」
「
家
鴨
の
喜
劇
」
、
こ
れ
ら

の
短
篇
は
詩
を
読
む
や
う
に
私
は
何
度
か
読
み
か
へ
し
て
ゐ
る
。

昭
和
七
年
の
六
月
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
の
帰
へ
り
、
船
が
上
海
に
寄

っ
た
時
、
私
は
魯
迅
氏
を
再
び
お
尋
づ
ね
し
た
。
子
供
さ
ん
や
若
い

奥
さ
ま
に
も
初
め
て
お
目
に
か
ゝ
つ
た
が
魯
迅
氏
は
上
海
事
件
の
後

の
せ
い
か
非
常
に
疲
れ
た
や
う
な
顔
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
。
私
が
巴
里

の
話
を
す
る
と
、
そ
れ
を
む
さ
ぼ
る
や
う
に
訊
い
て
ゐ
ら
れ
た
。
―

日
本
の
鷗
外
が
後
世
に
残
る
作
家
で
あ
る
や
う
に
、
魯
迅
氏
も
ま
た

そ
の
や
う
に
偉
大
な
作
家
で
あ
る
。
東
洋
に
此
の
様
な
作
家
を
持
っ

て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
は
私
達
の
幸
福
で
あ
り
、
大
き
な
名
誉
だ
と
思

ふ
。
（186

頁
）

こ
の
「
魯
迅
追
憶
」
は
わ
ず
か
四
百
四
十
五
字
の
小
品
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
の

天
に
あ
る
柱
に
は
「
廣
告
」
と
あ
り
、
下
の
余
白
に
は
こ
の
年
の
一
九
三
七

年
に
改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
大
魯
迅
全
集
』
の
第
一
回
配
本

が
目
下
配
本
中
と
の
広
告
が
あ
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
前
に
は
島
木
健
作
の

「
『
大
魯
迅
全
集
』
を
読
む
」
が
あ
り
、
柱
に
は
同
じ
く
「
廣
告
」
と
あ
る
。

新
刊
『
大
魯
迅
全
集
』
を
宣
伝
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
欄
に
、
改
造
社
か

ら
寄
稿
を
求
め
ら
れ
て
こ
の
小
品
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
『
文
學
界
』
の
「
日
記
」
の
よ
う
に
創
作
と
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
事
実
を
追
っ
て
書
か
れ
、
魯
迅
へ
の
深
い
敬
意
が
表
れ
て
い
る
。

林芙美子の「魯迅追憶」（『改造』1937 年四月号



「
魯
迅
追
憶
」
が
事
実
を
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
大
き

な
根
拠
は
、
魯
迅
の
日
記
に
あ
る
。

魯
迅
の
日
記

魯
迅
は
一
九
一
二
年
五
月
五
日
か
ら
日
記
を
つ
け
始
め
、
死
の
前
日
の
一

九
三
六
年
十
月
十
八
日
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
途
切
れ
る
こ
と
な
く
日
記
を
書
い
て

い
る
。
そ
の
魯
迅
の
日
記
に
は
、
林
芙
美
子
が
二
度
登
場
す
る
。
一
度
は
一

九
三
〇
年
九
月
十
九
日
で
、
も
う
一
度
は
一
九
三
二
年
六
月
十
二
日
で
あ
る
。

【
一
九
三
〇
年
九
月
】

十
九
日

晴
。
午
前
、
季
市
来
る
。
蔡
君
来
る
。
ソ
連
の
左
翼
作
家

に
手
紙
。
写
真
を
ロ
ー
ヴ
ェ
ル
、
ス
メ
ド
レ
ー
、
内
山
に
贈
る
。
紫

佩
よ
り
手
紙
。
晩
、
内
山
、
隣
家
を
借
り
て
宴
席
を
設
け
、
林
芙
美

子
を
招
く
、
余
も
誘
わ
る
、
同
席
者
約
十
人
。（
８
）

【
一
九
三
二
年
六
月
】

十
二
日

日
曜
。
雨
。
昼
ま
え
、
林
芙
美
子
来
る
。
昼
過
ぎ
山
本
夫

人
よ
り
手
紙
。
六
日
付
。
蘊
如
来
る
、
朱
家
よ
り
送
ら
れ
た
干
菓
子
、

焼
餅
、
乾
燥
野
菜
、
筍
豆
二
籠
を
持
参
す
。
晩
、
晴
れ
る
。

一
九
三
〇
年
は
林
芙
美
子
が
『
放
浪
記
』
の
印
税
で
初
め
て
滿
洲
、
中
国
を

旅
し
て
上
海
に
行
っ
た
年
で
あ
る
。
魯
迅
の
日
記
と
林
芙
美
子
の
「
魯
迅
の

追
憶
」
は
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
。
簡
潔
な
魯
迅
の
記
録
を
、
補
っ
て
余
り

あ
る
も
の
が
芙
美
子
の
文
章
に
あ
る
。
内
山
完
造
が
設
け
た
宴
席
に
は
、
魯

迅
の
他
に
、
郁
達
夫
、
田
漢
、
鄭
伯
奇
、
白
薇
が
い
て
、
み
ん
な
が
詩
を
書

き
、
魯
迅
は
二
十
五
絃
の
詩
を
書
い
て
『
阿
Ｑ
正
傳
』
を
贈
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
魯
迅
が
書
い
た
「
唐
詩
選
の
中
の
二
十
五
絃
と
云
ふ
詩
」
と
は
、
銭

起
の
「
歸
雁
」
の
こ
と
で
、
魯
迅
は
銭
起
詩
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
ど
う
い

う
わ
け
か
李
義
山
詩
と
書
い
た
の
で
あ
る
。（

）
9

こ
の
書
を
秘
蔵
し
て
き
た
芙
美
子
は
、
み
ず
か
ら
昭
和
五
年
の
秋
に
魯
迅

か
ら
贈
ら
れ
た
と
記
す
。
そ
し
て
魯
迅
の
日
記
は
、
そ
れ
が
一
九
三
〇
年
九

月
十
九
日
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
板
垣
直
子
以
来
今
川
英
子
ま
で
、
そ
れ
が

一
九
三
二
年
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
き
た
定
説
は
、
こ
こ
に
根
拠
を
失
っ
た

よ
う
に
思
う
。

「
周
作
人
氏
へ
」

林
芙
美
子
に
は
も
う
一
篇
、
二
十
五
絃
の
詩
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
文
章

が
あ
る
。
一
九
四
一
年
、
改
造
社
の
『
文
藝
』
五
月
号
に
発
表
し
た
「
周
作

人
氏
へ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
全
四
頁
の
う
ち
関
係
す
る
箇
所
を
引
く
）

魯
迅
先
生
も
亡
く
な
ら
れ
て
、
何
年
に
な
り
ま
す
で
せ
う
か
。
昭

和
七
年
の
夏
、
上
海
の
先
生
の
ア
パ
ー
ト
で
お
目
に
か
ゝ
つ
た
の
が

最
後
で
し
た
。
今
日
も
魯
迅
先
生
の
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
軸
を
な

が
め
な
が
ら
透
徹
し
た
美
し
い
文
字
に
う
た
れ
て
を
り
ま
す
。

郁
達
夫
君
も
現
在
何
處
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
か
い
も
く
判
り

ま
せ
ん
。
杭
州
の
お
姉
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
を
風
の

た
よ
り
に
き
ゝ
ま
し
た
。

魯
迅
先
生
は
、
唐
詩
選
の
な
か
の
二
十
五
絃
の
詩
を
私
に
書
い
て

下
さ
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
先
生
は
、
こ
の
詩
を
、
非
常
に
お
好
き
の



や
う
で
す
ね
。

瀟
湘
何
事
等
問
回

水
碧
沙
明
雨
岸
苔

二
十
五
絃
彈
夜
月

不
勝
清
怨
却
飛
来

方
さ
ん
が
こ
の
間
も
話
し
て
ゐ
ま
し
た
け
れ
ど
、
魯
迅
先
生
位
か

ま
は
な
い
飾
ら
な
い
人
は
な
い
さ
う
で
、
行
つ
て
み
る
と
、
お
机
の

下
に
菜
つ
ぱ
の
白
菜
が
う
ん
と
押
し
こ
ん
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
椅

子
も
二
つ
位
し
か
な
い
の
で
、
澤
山
の
お
客
様
が
み
え
る
と
、
立
つ

て
話
を
す
る
の
だ
さ
う
で
す
。

も
う
、
今
で
は
魯
迅
先
生
も
亡
く
な
ら
れ
て
い
ら
つ
し
や
ら
な
い

し
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
歳
月
の
歩
み
を
怖
ろ
し
い
も
の
ゝ
や
う
に
思

ひ
ま
す
。
（90

頁
）（

）
10

こ
れ
は
前
年
の
一
九
四
〇
年
十
二
月
十
九
日
に
、
華
北
政
務
委
員
会
の
教

育
總
署
特
辨
に
就
任
し
た
周
作
人
が
、
挨
拶
を
兼
ね
て
、
京
都
と
東
京
で
開

か
れ
る
東
亜
文
化
協
議
會
に
出
席
す
る
た
め
に
来
日
す
る
の
を
歓
迎
す
る
文

章
で
、
『
文
藝
』
に
は
「
周
作
人
よ
り
筆
者
に
贈
つ
た
色
紙
」
と
説
明
し
た

写
真
が
載
っ
て
い
る
。（

）
11

芙
美
子
は
手
紙
形
式
の
こ
の
文
の
最
後
を
「
日
本
も
い
ま
か
ら
美
し
い
景

色
に
染
つ
て
ゆ
き
ま
す
。
方
さ
ん
や
、
周
先
生
を
日
本
の
田
舎
に
御
案
内
し

た
い
も
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
山
河
の
美
し
く
こ
ま
や
か
な
景
色
を
お
見
せ
し

た
い
も
の
と
愉
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
を
中
心
に
し
て
、
五
六
人
で

田
舎
へ
旅
行
を
し
た
ら
ど
ん
な
に
愉
し
い
事
で
せ
う
。
ど
う
ぞ
、
近
い
う
ち

に
、
一
大
決
心
を
し
て
日
本
へ
お
出
掛
け
下
さ
い
ま
す
や
う
お
待
ち
し
て
を

り
ま
す
」
と
結
び
、
温
か
く
て
女
ら
し
い
優
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
周
作
人
へ
の
親
し
み
を
こ
め
た
敬
意
と
、
魯
迅
を
親
し
み
愛
す

る
が
ゆ
え
の
哀
惜
の
思
い
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
魯
迅
と
の
記
憶
は
正
確

に
真
実
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
芙
美
子
が
「
魯
迅
先
生
の
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
軸
を
な
が
め
な

が
ら
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
魯
迅
か
ら
贈
ら
れ
た
色
紙
は
こ

の
時
す
で
に
軸
と
し
て
表
装
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

林
芙
美
子
の
『
日
記
』

芙
美
子
は
作
品
と
し
て
の
日
記
を
多
く
残
し
て
い
る
。
前
掲
の
『
文
學

界
』
の
「
日
記
」
の
二
年
後
に
も
、
『
新
潮
』
に
「
日
記
」
を
発
表
し
（
一

九
三
七
年
四
月
号
）
、
東
峰
書
房
か
ら
は
『
日
記
』
第
一
巻
（
一
九
四
一
年

十
月
十
二
日
発
行
）
と
、
『
日
記
』
第
二
巻
（
一
九
四
二
年
六
月
十
七
日
発

行
）
を
出
版
し
て
い
る
。
日
記
と
名
の
つ
く
作
品
は
さ
ら
に
多
く
、
「
八
月

の
日
記
」
「
山
日
記
」
「
女
ふ
と
こ
ろ
日
記
」
「
散
文
家
の
日
記
」
「
姉
の
日

記
」
「
女
の
日
記
」
「
不
断
の
日
記
」
「
或
時
代
の
日
記
」
「
こ
ほ
ろ
ぎ
の
日

記
」
『
女
の
日
記
』
『
田
園
日
記
』
『
巴
里
の
日
記
』
な
ど
が
あ
る
、（
４
）

こ
の
う
ち
、
上
海
、
魯
迅
、
内
山
書
店
に
言
及
し
た
も
の
に
東
峰
書
房
刊

『
日
記
』
第
一
巻
（
一
九
四
一
年
十
月
十
二
日
発
行
）
が
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
に
乗
っ
て
パ
リ
に
行
っ
た
欧
州
旅
行
記
と
し
て
の
一
冊
で
、
帰
途
上
海

に
寄
っ
た
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。



六
月
二
十
一
日

波
荒
く
、
朝
は
ベ
ッ
ド
に
伏
し
た
ま
ゝ
朝
食
、
波
が
荒
か
つ
た
せ

ゐ
か
、
雪
崩
や
、
蛇
の
夢
や
、
見
た
こ
と
も
な
い
や
う
な
子
供
の
夢
、

赤
い
雲
な
ん
か
の
夢
を
見
る
な
り
。
夜
、
チ
ェ
ホ
フ
の
書
簡
集
を
讀

む
。六

月
二
十
二
日

朝
、
八
時
に
上
海
入
港
。

上
海
は
昔
見
物
に
來
た
處
な
の
で
懐
か
し
い
處
だ
つ
た
。
同
室
の

女
史
達
と
四
川
路
の
内
山
書
店
へ
行
く
。
こ
ゝ
の
御
主
人
夫
婦
は
實

に
よ
き
人
達
で
あ
り
、
私
の
尊
敬
し
て
ゐ
る
人
達
な
の
だ
。

上
海
事
變
の
た
め
、
昔
の
上
海
と
は
變
つ
て
ゐ
た
。
オ
デ
オ
ン
座

も
廃
墟
の
や
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

内
山
氏
の
御
招
待
で
、
代
議
士
の
Ｎ
氏
達
と
、
覺
林
と
云
ふ
支
那

の
精
進
料
理
を
御
馳
走
に
な
る
。
Ｎ
氏
は
勞
動
代
表
と
か
で
ジ
ュ
ネ

ー
ヴ
へ
行
か
れ
た
方
な
り
。
一
行
は
私
達
の
船
の
一
等
室
に
乗
つ
て

ゐ
ら
れ
る
。(

略
）

上
海
で
は
日
本
の
圓
が
安
く
な
つ
て
ゐ
て
、
一
圓
に
對
し
て
支
那

の
お
金
が
一
ダ
ラ
半
位
に
な
つ
て
ゐ
た
。
昔
、
見
物
に
來
た
時
は
、

一
圓
が
三
圓
に
も
使
へ
た
も
の
で
あ
る
。

支
那
料
理
を
食
べ
て
、
私
と
内
山
氏
と
二
人
で
魯
迅
氏
の
ア
パ
ー

ト
を
訪
問
し
た
。
四
川
路
の
、
陸
戦
隊
の
建
物
の
そ
ば
の
小
さ
な
ア

パ
ー
ト
に
、
奥
さ
ん
や
子
供
さ
ん
達
と
簡
素
な
生
活
を
し
て
を
ら
れ

た
。
魯
迅
氏
よ
り
『
阿
Ｑ
正
傳
』
を
戴
き
非
常
に
嬉
し
か
つ
た
。

夕
方
小
雨
の
中
を
出
航
。

い
よ
い
よ
明
日
は
日
本
が
見
え
る
。
あ
ん
な
に
歸
り
た
が
つ
て
ゐ

た
日
本
の
山
河
が
見
え
る
。
私
は
子
供
の
や
う
に
興
奮
し
て
眠
れ
な

い
。六

月
二
十
三
日

非
常
に
波
が
高
い

み
ん
な
興
奮
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
波
が
高
い
の
で
、
荷
造
り
が
出

來
な
く
つ
て
弱
つ
て
ゐ
る
。
ベ
ッ
ド
に
寝
轉
び
『
阿
Ｑ
正
傳
』
を
讀

み
、
改
造
の
魯
迅
氏
の
「
故
郷
」
を
讀
む
。
透
明
な
い
ゝ
作
品
だ
と

お
も
ふ
。
魯
迅
に
逢
ふ
の
は
二
度
目
だ
け
れ
ど
、
今
度
逢
つ
た
魯
迅

氏
は
何
だ
か
蒼
ざ
め
た
顔
を
し
て
を
ら
れ
た
。
御
病
気
で
は
な
い
か

と
思
ふ
。
（
略
）

チ
ェ
ホ
フ
の
書
簡
集
を
讀
ん
で
ゐ
る
と
、
何
時
も
お
金
の
心
配
が

出
て
來
る
。
魯
迅
氏
の
作
品
に
も
、
お
金
の
こ
と
を
心
配
し
て
書
い

た
作
品
が
あ
つ
た
。
私
も
船
か
ら
あ
が
れ
ば
、
一
切
合
切
を
吐
き
出

し
て
無
一
文
に
な
つ
て
し
ま
ふ
の
だ
。
（230-233

頁
）

魯
迅
氏
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
問
し
た
と
い
う
の
は
、
『
文
藝
』
の
「
周
作
人
氏

へ
」
と
同
じ
だ
が
、
そ
こ
に
内
山
完
造
と
二
人
で
行
っ
た
こ
と
が
つ
け
加
わ

る
。
そ
し
て
ア
パ
ー
ト
の
位
置
は
、
四
川
路
の
陸
戦
隊
の
建
物
の
そ
ば
に
あ

り
、
そ
こ
で
は
奥
さ
ん
と
子
供
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
つ

け
加
わ
る
。

芙
美
子
の
こ
の
記
述
は
ま
っ
た
く
正
し
い
。
ア
パ
ー
ト
と
は
「
拉
摩
斯
公

寓
」
（
ラ
モ
ス
ア
パ
ー
ト
）
の
こ
と
で
、
一
九
三
二
年
六
月
に
芙
美
子
が
訪



ね
た
時
、
魯
迅
は
こ
こ
に
許
広
平
、
周
海
嬰
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の

位
置
は
日
本
の
陸
戦
隊
本
部
の
す
ぐ
斜
め
向
か
い
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

林
芙
美
子
は
自
分
の
作
品
に
つ
い
て
「
發
表
し
た
も
の
に
對
し
て
執
着
を

持
た
な
い
」
、
「
ど
の
作
品
を
何
年
の
何
月
何
日
に
書
い
た
と
い
ふ
は
つ
き
り

し
た
記
憶
が
な
い
」
、
「
只
そ
の
こ
ろ
の
私
の
な
か
の
出
來
る
だ
け
の
フ
イ
ク

シ
ヨ
ン
を
使
つ
て
、
唯
一
の
可
能
な
年
代
に
た
よ
つ
た
ま
で
だ
」
と
い
う
。

（

）

こ
の
つ
ぶ
や
き
は
本
当
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
典
型
は
「
魯
迅
氏
に

12
逢
つ
た
の
は
一
九
二
九
年
の
秋
」
「
魯
迅
氏
へ
長
い
手
紙
を
書
い
た
」
と
綴

っ
た
前
掲
の
「
日
記
」
（
『
文
學
界
』
文
圃
堂
書
店
一
九
三
五
年
八
月
一
日
発

行
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
」
が
あ
る
。
だ
が
そ
の
後
に
書

い
た
「
魯
迅
追
憶
」
と
「
周
作
人
氏
へ
」
と
『
日
記
』
第
一
巻
の
記
述
に
は

そ
れ
が
な
い
。
魯
迅
と
の
出
会
い
は
、
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
を
許
さ
な
い
強
く
て

厳
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。（

）
13

あ
と
が
き

文
献
の
上
で
、
魯
迅
親
筆
の
墨
跡
が
色
紙
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
最
初
に

言
及
し
た
の
は
和
田
芳
恵
だ
が
、
板
垣
直
子
の
よ
う
に
短
冊
と
い
う
人
も
い

て
、
果
た
し
て
実
際
は
ど
う
な
の
か
確
か
め
て
み
る
必
要
が
あ
っ
た
。
所
蔵

す
る
新
宿
歴
史
博
物
館
に
閲
覧
申
請
を
し
て
許
可
を
得
、
魯
迅
の
書
が
目
の

前
に
現
れ
た
時
は
思
わ
ず
声
が
出
た
。

墨
跡
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
見
た
だ
け
で
は
厚
紙
の
色
紙
な
の
か
、

宣
紙
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
筆
・
紙
・
硯
・
墨
の
文
房
四
宝
の
い
ず
れ
に
も

暗
愚
で
あ
る
私
に
鑑
定
す
る
力
は
な
い
た
め
、
了
解
を
得
て
紙
質
が
分
か
る

よ
う
に
接
写
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
子
細
に
見
る
と
、

紙
の
周
縁
に
は
金
色
の
縁
取
り
が
あ
る
。
今
も
普
通
に
み
ら
れ
る
色
紙
の
縁

と
同
じ
で
あ
る
。
和
田
芳
恵
の
い
う
通
り
で
あ
っ
た
。

魯
迅
が
厚
紙
の
色
紙
に
書
き
、
芙
美
子
の
依
頼
を
受
け
た
表
装
師
が
そ
れ

を
は
が
し
て
掛
軸
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

魯
迅
の
墨
跡
は
今
も
黒
々
と
し
て
、
か
す
れ
も
汚
れ
も
な
く
、
八
十
年
を

経
て
も
な
お
潤
い
を
含
ん
で
瑞
々
し
い
。
い
か
に
芙
美
子
に
よ
っ
て
大
事
に

守
ら
れ
て
き
た
か
が
分
か
る
。
芙
美
子
の
魯
迅
を
景
仰
す
る
深
さ
が
こ
こ
に

表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

本
稿
に
引
用
し
た
魯
迅
の
書
と
林
芙
美
子
の
は
が
き
に
つ
い
て
は
、
林
福

江
氏
と
新
宿
歴
史
博
物
館
の
許
可
と
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

（
本
稿
は
、
平
成
二
十
一
年
度
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
、

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

注
（
１
）
「
”

中
日
視
野
下
的
魯
迅

“
国
際
学
術
研
討
会
」
（
第
二
回
厦
門
大
学

魯
迅
国
際
学
術
研
討
会
）
は
、
厦
門
大
学
（
中
国
）
、
東
北
大
学

（
日
本
）
と
北
京
魯
迅
博
物
館
の
共
催
に
よ
っ
て
、
厦
門
大
学
人
文

学
院
を
会
場
に
開
か
れ
た
。
（
二
〇
〇
九
年
九
月
二
十
三
日
～
二
十

七
日
）
筆
者
は
「
林
芙
美
子
所
蔵
魯
迅
、
釋
芝
峰
及
び
そ
の
他
の
文

物
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

（
２
）
周
国
偉
著
『
魯
迅
与
日
本
友
人
』
（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
六



年
）
「
魯
迅
与
林
芙
美
子
」
の
章
、
第
一
四
六
頁
参
照
。
そ
こ
に
は
、

「
此
詩
印
入1937

年
日
本
改
造
社
出
版
的
《
大
魯
迅
全
集
》
第
６

巻
、
并
説
明
”

魯
迅
の
筆
跡
（
林
芙
美
子
所
蔵
）

“
。
」
と
あ
る
が
、

第
６
巻
で
は
な
く
第
５
巻
（
一
九
三
七
年
八
月
二
十
一
日
発
行
）
が

正
し
い
。

（
３
）
釋
芝
峰
が
林
芙
美
子
に
贈
っ
た
七
言
絶
句
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
久

保
「
林
芙
美
子
蔵
釋
芝
峰
七
言
絶
句
に
つ
い
て
」
（
『
福
山
大
学
人
間

文
化
学
部
紀
要
』
第
九
巻
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
で
述
べ
た
。

（
４
）
『
林
芙
美
子
全
集
』
第
十
六
巻
（
文
泉
堂
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
四

月
二
十
日
発
行
）
に
付
さ
れ
た
今
川
英
子
作
成
「
年
譜
」
と
「
著
書

目
録
」
を
参
照
し
た
。

（
５
）
こ
れ
よ
り
前
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
角
川
書
店
刊
『
林
芙

美
子
集
』
〈
昭
和
文
學
全
集

19

〉
と
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
十
五
日

筑
摩
書
房
刊
『
岡
本
か
の
子
・
林
芙
美
子
・
宇
野
千
代
集
』
〈
現
代

日
本
文
學
全
集

〉
と
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
創
元
社
刊

45

『
林
芙
美
子
・
宮
本
百
合
子
・
野
上
弥
生
子
集
』
〈
現
代
随
想
全
集

第
二
十
四
巻
〉
の
三
書
に
、
板
垣
直
子
に
よ
る
年
譜
が
あ
る
が
未
見
。

（
６
）
「
林
芙
美
子
年
譜
」
の
末
尾
に
、
「
（
本
年
譜
は
編
集
部
が
作
成
し
、

林
緑
敏
氏
の
校
閲
を
得
ま
し
た
）
」
と
記
す
。

（
７
）
な
お
、
二
〇
〇
三
年
に
出
た
川
本
三
郎
著
『
林
芙
美
子
の
昭
和
』

（
新
書
館
二
月
五
日
第
一
刷
発
行
）
に
は
上
海
が
登
場
せ
ず
、
巻
末

の
「
林
芙
美
子

略
年
譜
」
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
条
に
「
五

月
、
改
造
社
社
長
山
本
実
彦
に
旅
費
を
頼
ん
で
、
郵
船
榛
名
丸
で
帰

国
の
途
に
つ
き
、
途
中
、
上
海
で
魯
迅
に
会
っ
て
、
六
月
十
六
日
帰

国
。
」(403

頁)

と
あ
る
の
み
。

（
８
）
日
本
語
訳
は
『
魯
迅
全
集
』
（
学
習
研
究
社
刊
）
に
よ
る
。

（

）
魯
迅
は
四
人
の
日
本
人
に
銭
起
の
「
歸
雁
」
詩
を
揮
毫
し
て
い
る
。

9

そ
の
う
ち
三
人
に
は
「
李
義
山
詩
」
と
題
し
、
四
人
目
の
中
村
亨

（
児
島
亨
）
へ
の
揮
毫
の
時
は
詩
人
名
を
書
い
て
い
な
い
。

一
、
本
間
久
雄
、
義
山
詩
、
魯
迅
、
一
九
二
八
年
春
。

二
、
林
芙
美
子
、
李
義
山
詩
、
魯
迅
、
一
九
三
〇
年
九
月
十
九
日
。

三
、
長
尾
景
和
、
義
山
詩
、
周
豫
才
、
一
九
三
一
年
二
月
十
五
日
。

四
、
中
村
亨
（
児
島
亨
）
、
無
題
、
魯
迅
、
一
九
三
四
年

（

）
『
文
藝
』
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
二
十
五
絃
詩
」
（
銭
起
「
歸
雁
」

10

詩
）
に
は
二
カ
所
の
誤
植
が
あ
る
。
一
句
目
の
第
六
字
を
『
文
藝
』

は
「
問
」
と
す
る
が
、
「
間
」
が
正
し
く
、
二
句
目
の
第
五
字
を

「
雨
」
と
す
る
が
、
「
兩
」
が
正
し
い
。

（

）
周
作
人
が
林
芙
美
子
に
贈
っ
た
色
紙
の
為
書
に
は
「
廿
九
年
七
月
、

11

偈
頌
を
寫
し
、
林
女
史
の
雅
令
に
應
ず
。
作
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

内
容
は
『
妙
法
蓮
華
経
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
』
の
経
文
に

見
え
る
偈
頌
で
あ
る
。
現
在
は
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
。

（

）
『
林
芙
美
子
文
庫

風
琴
と
魚
の
町
』
新
潮
社
一
九
四
九
年
八
月
二

12

十
五
日
發
行
の
「
あ
と
が
き
」
と
、
『
林
芙
美
子
文
庫

魚
介
』
新

潮
社
一
九
五
〇
年
四
月
二
十
五
日
發
行
の
「
あ
と
が
き
」
に
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
『
林
芙
美
子
文
庫

泣
蟲
小
僧
』
新
潮
社
一
九
五
〇

年
六
月
二
十
日
發
行
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（

）
林
芙
美
子
は
一
九
三
〇
年
九
月
、
上
海
で
魯
迅
と
会
う
前
の
九
月
十

13

二
日
に
夫
の
緑
敏
に
内
山
書
店
か
ら
は
が
き
を
出
し
、
パ
リ
か
ら
の



帰
り
の
一
九
三
二
年
に
も
内
山
書
店
を
通
し
て
夫
の
緑
敏
に
は
が
き

を
出
し
て
い
る
。
魯
迅
と
会
う
時
も
、
は
が
き
を
出
す
時
も
内
山
完

造
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

青
島
を
、
半
日
で
切
り
あ
げ
て
、
上
海
へ
来
ま
し
た
。
思
っ
た
程
の
街
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
只
、
こ
こ
で
は
支
那
の
男
女
の
美
し
さ
を
始
め
て
見
ま
し
た
。
ま
だ
来
た
ば

か
り
な
の
で
、
そ
れ
に
疲
れ
て
ゐ
る
の
で
ろ
く
ろ
く
見
ま
せ
ん
が
、
見
た
ら
知
ら
せ

ま
す
。
犬
の
競
走
一
應
せ
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
ハ
ル
ピ
ン
が

好
き
で
す
。
上
海
は

さ
は
が
し
い
渦
の
町
で
す

林
芙
美
子
の
緑
敏
宛
は
が
き
。
一
九
三
〇
年
九
月
十
二
日
に
書
き
、
北

四
川
路
の
内
山
書
店
か
ら
出
し
て
い
る
。
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）

長
崎
ま
で
む
か
ひ
に
来
て
下
さ
い
。
そ
つ
ち
の
仕
事
ど
う
で
す
か
、
下
旬
に
な
る
と

思
ひ
ま
す
が
、
神
戸
ま
で
で
も
よ
ろ
し
い
が
、
長
崎
ま
で
、
こ
ん
な
と
き
で
な
い
と
来

ら
れ
ま
せ
ん
よ
。
旅
費
か
へ
り
の
は
安
心
し
て
ゐ
な
さ
い
。
来
る
の
だ
け
こ
し
ら
へ
て

来
な
さ
い
。
電
報
打
つ
か
ら
、
電
報
見
た
ら
す
ぐ
汽
車
に
乗
る
事

汽
車
が
厭
だ
っ

た
ら
船
に
の
つ
て
門
司
ま
で
来
て
長
崎
へ
汽
車
で
行
く
事
、
着
日
船
名
知
ら
す
。

林
芙
美
子
の
緑
敏
宛
は
が
き
。
一
九
三
二
年
パ
リ
か
ら
の
帰
り
、
上
海
北

四
川
路
の
内
山
書
店
か
ら
出
し
た
も
の
。
（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）



On a Calligraphy of Lu Xun in the possession of
Fumiko Hayashi :

Accepted Notions and the New Point of View

KUBO Takuya

Lu Xun and Fumiko Hayashi met twice in Shang Hai in a
introduction of Kanzo Uchiyama. At that time Lu Xun gave her a
calligraphy of “Gui Yan Shi” by Qian Qi. Mr. Zhou Guo Wei worried
about whereabout of Lu Xun’s calligraphy and called attention to
the researcher in Japan (《Lu Xun yu Riben Pengyou》published in
2006 by Shang Hai Shu Dian Chu ban she).
I want to report first that it was treasured by Fumiko and it is in

the possession of Shinjuku Historical Museum now.

Keywords: Lu Xun, Fumiko Hayashi, Kanzo Uchiyama, Naoko Itagaki, Eiko
Imagawa, Shanghai


